


















































■計画概要

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ま す。 1

■位置図

■イ メ ージパース

■配置図
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【 凡例】

都市再生特別地区の区域

計画地の位置 東京都豊島区東池袋一丁目45番， 46番， 47番， 48番

地域地区等 商業地域、 防火地域、 都市再生特別地区、 駐車場整備地区

指定容積率 ／ 基準建蔽率 加重平均: 706% （ 700% 、 800% ） ／80％

都市再生特別地区の区域面積 約1.5ha

計画容積率 1,200％

建築物の高さ ／ 階数 172 .67 m ／ 地上32階/ 地下4階

敷地面積 9,900 .21㎡

延べ面積（ 容積対象延べ面積） 約155,900㎡（ 約118,700㎡）

主要用途 事務所、 文化体験施設、 イ ベント ホール、 店舗、 駐車場等

駐車等台数

自動車（ う ち荷捌き ） 約362台（ 10台）

自動二輪 約57台

自転車 約411台

東池袋一丁目計画 （ 別添６ ）



■都市再生への貢献内容

2 ※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ま す。

みど り の 丘
（ 北東広場）

ゲート 広場

みど り のプロ ム ナード



変更後

①北側（ 首都高速） よ り

北側の ルーバーは、 ガラ
ス と 同様の 見せ方と し 、
四周統一し た 裏の無いデ
ザ イ ン と する こ と で 、 北
側から の景観に も 配慮

周囲への圧迫感の低減を 図る た め、 中明度・ 低彩
度の石を 使用し 、 合わ せて 、 縦方向の金属の ス リ
ッ ト を 活か し た 伸びやかな デザ イ ン へ見直し た

■北西側よ り

②北池袋駅よ り

周辺建物の高さ と の 調
和や低層部の にぎ わ い
を 創出する た め、 高層
部と 低層部の デザ イ ン
を 分節化

周辺と の調和に配慮し た高層部のデザイ ン 検討

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ま す。
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変更前

■北西側よ り

①北側（ 首都高速） よ り

②北池袋駅よ り

垂直性を 強調し た 格
子状の デザイ ン やコ
ーナー部のガ ラ ス カ
ーテ ン ウ ォ ールに よ
り 壁面を 分節化



「 国際アート ・ カルチャ ー都市池袋」 の魅力向上に寄与する 低層部のデザイ ン検討

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ます。4

変更後

約20 m

■建物西面

・ 低層部は デザ イ ン を 分節化し 、 圧迫感の低減と 周辺の街並みと の 調和に 配慮
・ 2 階、 ３ 階南側に文化体験施設を 新設し 、 ア ート ・ カ ルチ ャ ー機能を 表出

せる こ と でゲ ート 広場と 一体的な にぎ わい を 形成

■南西側（ 南北区道） よ り

約10 m

■建物西面

■南西側（ 南北区道） よ り

変更前

■北西側階段（ ①よ り ）

西側の 広場空間（ ゲート 広場） は、 規模を 拡大（ 約9 0 0 ㎡→
約2 0 0 0 ㎡） する と と も に、 ピ ロ テ ィ 高さ を 確保（ 約1 0 ｍ →
約2 0 ｍ ） し て 、 開放的な 空間と する

■北西側階段（ ②よ り ）

みど り の丘への 間口を 拡大（ 約８ ｍ →約3 0 ｍ ） し 、 みど り の
プ ロ ム ナード か ら の 連続性を 強化



１ 階平面図

⑤

アト リ ウ ム

④

大階段

ピロ ティ の新設によ り
緑陰テラ ス を創出

ES C

③

⑥

ゲート 広場の
イ ベント 空間拡張

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ま す。 5

③

大階段

⑥

柱の分節によ る 圧迫感
の軽減と 軽やかなフ ァ

サード を 形成

④

ピ ロ テ ィ を 新設し 、 テ ラ ス 空間（ 緑
陰テ ラ ス ） を 整備する こ と で 、 ゲー
ト 広場から みど り の 丘への回遊性を
強化

約7m 約1 4m に倍増

緑陰
テラ ス

プ ロ ム ナード の 延長 上
に エス カ レ ータ ーを 配
置する こ と でみど り の
丘への ア ク セス 性を 向
上

ゲ ート 広場の 大階段形状
を 南北区道に 対し て 開く
こ と で 、 平場空間を 拡張
し 、 イ ベン ト の開催等に
よ り 多様な 賑わい 創出

②

①

大階段

１ 階平面図

②

アト リ ウ ム

①

ゲート 広場

大階段

イ ベント
空間

南側は垂直壁面

変更前 変更後

ピ ロ ティ
新設

⑤

交流や賑わいを 創出する 「 ゲート 広場」 のデザイ ン 検討



※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ま す。

■樹冠のゲート

みど り の丘

ま ちと の結節点

変更後

屋根付き エス カレ ータ ー

地植え の緑

既存樹林
既存メ タ セコ イ ヤ

樹冠のゲート

新植樹林( 高木5 本)

駅か ら の 導入部は 、 メ タ セコ イ ア な ど の既存樹を
残置する と と も に 、 高木を 中心と し た の新た な 植
樹と あ わ せ、 みど り の天蓋に よ る ゲート 性の創出

変更前の 人工的な 広場から 、 緑に囲ま れ た フ
ラ ッ ト で 使い やすい広場空間へと 見直し

建物外周に植栽を 設け 、 公園の 緑と 連続性のあ る
外観と する
屋上には 誰で も 利用可能な テ ラ ス を 設け 鉄道を 眺
めて 楽し める 空間と する

エ ス カ レ ータ ーを 北側に 移動し 、 みど り の 丘へ
の ア ク セス 性の 向上を 図る と と も に、 公園か ら
連続する ま と ま っ た 地植え の 緑を 配置

進行方向への見通し を確保する と と も に、 地植
えのみど り を増やすこ と で、 安心・ 安全で、 快
適な歩行空間と する

■プ ロ ム ナード 空間

■みど り の広場

■パ ーク セン タ ー

■丘の エン ト ラ ン ス

新植樹

既存樹
パーク センタ ー

池袋水天宮( 既存)

池袋四面塔尊( 既存)

池袋駅東自転車
駐車場入口( 既存)

みど り の丘

至 池袋駅

池袋大橋

変更前
■パーク セ ン タ ー■プロ ム ナ ード 空間

周辺市街地と のつながり を意識し た「 みど り のプロ ムナード 」 のデザイ ン 検討
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■みど り の 広場 ■丘のエ ン ト ラ ン ス



3階平面図

文化体験施設

ES C

②

④

③

文化体験
施設

ス テージ

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ます。 7

文化体験施設に 正対する 位置にス テ ージ を 配置し 、 イ ベン ト
開催な ど 、 文化体験施設と の 一体的な 活用によ り に ぎ わ いを
創出

②

④日常的な憩いの空間

ベン チ

③文化体験施設と 一体的に賑わいを 創出

ス テ ージ

①

変更前よ り 緑量を 増やし 、 居心地の 良い 緑陰の散歩道を 計画

変更前 変更後

建物を セッ ト バ ッ ク さ せ緑地帯と
一体化し た 快適な 歩行空間を 整備

ル ーバ ーの 高さ を 抑え 、 歩行空間
への圧迫感を 軽減

みど り の丘は、 変更前の ル ーバ ー
内に緑を 配置し た 内向き の 空間か
ら 、 みど り の丘の樹木やル ーバ ー
面に配置し た 緑が外から も 視認で
き 、 楽し め る 計画に 見直し

ルーバー高さ
1 FL+ 1 3m ( 最頂部)

緑地帯と 一体化し 、 みど り の丘の立体的な 緑に 包ま れた 快適な 歩行空間

ルーバーの内側に緑

歩行空間２ ｍ

ルーバー高さ
1FL+ 1 ９ m ( 最頂部)

計画地東側の歩行空間（ 1F ） のイ メ ージ

文化体験施設と の一体的な活用によ り 賑わいを創出する 北東広場（ みど り の丘） のデザイ ン検討

緑地帯と 一体化し た歩行空間

ア ート やベン チ を 点在さ せ、
に ぎ わ いを 創出



１ 階平面図

イ ケバス
ラ ウ ンジ

イ ケバス
運行拠点

②

③

ゲート
広場

イ ケバス
乗降場

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整によ り 変更する 可能性があり ます。8

②

建物内のエス カ レ ータ ーを 増設し 、
文化体験施設への動線強化

ルーバーの奥にイ ケ バス ラ ウ ンジ

ラ ウ ン ジ の張り 出し に よ る 視認性の向上と 活動の発信

イ ケ バス を 楽し め る ラ ウ ン ジ

①

イ ケバス
ラ ウ ンジ

イ ケバス
運行拠点
乗降場

１ 階平面図

①

変更前 変更後
イ ケバス のアク ティ ビ ティ を ま ちに面し て表出

利用者の快適性を 確保する イ ケバス ラ ウ ンジのデザイ ン 検討

イ ケ バス 乗降場を南北区道に配置する こ と で利便性の向上
を図る と と も に、 イ ケバスのア ク ティ ビティ をま ちに表出
し 賑わいの回遊性を高める計画へと 見直し

③


